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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディアコンテンツアイテムのカタログからマルチメディアコンテンツアイテム
の情報をユーザに提供する方法であって、
　前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連するメタデータ及び概念グラフを使用し
て、前記マルチメディアコンテンツアイテムの概念の系列を生成するステップと、
　前記マルチメディアコンテンツアイテムのカタログからの他のマルチメディアコンテン
ツアイテム又は関係する概念へのリンク及び１つ以上の知識ベースから導かれた概念を有
する拡張概念グラフを使用して、前記概念の系列から前記マルチメディアコンテンツアイ
テムの拡張された概念の系列を生成するステップと、
　前記拡張された概念の系列をユーザに提供するステップと
　を有する方法。
【請求項２】
　前記マルチメディアコンテンツアイテムの前記概念の系列は、
　前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連する前記メタデータを前記概念グラフの
頂点に合致させ、
　前記概念グラフの頂点に関連する概念を前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連
する前記メタデータに関連付けることにより生成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　所定の選択基準に基づいて、前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連する前記メ
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タデータに合致する前記概念グラフの前記頂点に関連する１つ以上の概念を選択するステ
ップを更に有する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記マルチメディアコンテンツアイテムの前記拡張された概念の系列は、前記概念の系
列の中で概念に接続された前記拡張概念グラフの頂点を検索し、前記拡張概念グラフの接
続された頂点に関連する概念を前記概念の系列に関連付けることにより生成される、請求
項１ないし３のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記拡張概念グラフの前記接続された頂点に関連する前記概念をランク付けするステッ
プと、
　ランクに基づいて所定数の概念を選択するステップと
　を更に有する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記拡張概念グラフの前記接続された頂点に結びつけられたマルチメディアコンテンツ
アイテムを前記概念の系列に関連付けるステップを更に有する、請求項４又は５に記載の
方法。
【請求項７】
　前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連する前記メタデータは、前記マルチメデ
ィアコンテンツアイテムのスクリプト又はあらすじと、前記マルチメディアコンテンツア
イテムの分析により得られるメタデータとを含む、請求項１ないし６のうちいずれか１項
に記載の方法。
【請求項８】
　前記マルチメディアコンテンツアイテムの分析は、音声からテキストへの分析又はサブ
タイトルの分析を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記概念グラフは、１つ以上の知識ベースを分析することにより取得される、請求項１
ないし８のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記概念グラフの頂点は、前記１つ以上の知識ベースの概念から導かれる、請求項９に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記概念グラフの辺は、前記１つ以上の知識ベースの概念の中のリンク又は相互参照か
ら導かれる、請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記拡張概念グラフは、マルチメディアコンテンツアイテムのカタログからの前記マル
チメディアコンテンツアイテムの１つ以上を前記概念グラフの頂点に関連付けることによ
り取得される、請求項１ないし１１のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記マルチメディアコンテンツアイテムは、映画、TVシリーズ、電子ブック、オーディ
オブック及び音楽のうち１つである、請求項１ないし１２のうちいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１４】
　マルチメディアコンテンツアイテムのカタログからマルチメディアコンテンツアイテム
の情報をユーザに提供する装置であって、
　前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連するメタデータ及び概念グラフを使用し
て、前記マルチメディアコンテンツアイテムの概念の系列を生成し、前記マルチメディア
コンテンツアイテムのカタログからの他のマルチメディアコンテンツアイテム又は関係す
る概念へのリンク及び１つ以上の知識ベースから導かれた概念を有する拡張概念グラフを
使用して、前記概念の系列から前記マルチメディアコンテンツアイテムの拡張された概念
の系列を生成するように構成されたプロセッサと、



(3) JP 6053801 B2 2016.12.27

10

20

30

40

50

　前記拡張された概念の系列をユーザに提供するように構成された情報システムと
　を有する装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチメディアコンテンツアイテムの情報を提供する方法及び装置に関し、
特に、コンテンツ内（intra-content）情報及びコンテンツ間（inter-content）情報を表
示することができるマルチメディアコンテンツアイテムの情報を提供する方法及び装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオオンデマンド（VOD：Video　on　demand）サービスは、ますます普及してきてお
り、DVD（Digital　Versatile　Disk）及びBD（Blu-Ray　Disk）でのコンテンツ配信と競
合している。今日では、VODプロバイダは、デジタルディスク媒体で利用可能なものと同
じ機能をまだ提供することはできない。しかし、ユーザが単に映画を見たいだけでなく、
映画及びそのストーリーを取り巻く特典により経験を深める機能のように、DVDのような
機能を望んでいるということを、研究及び調査が示している。
【０００３】
　これに関して、xtimeline（www.xtimeline.com）は、人、会社、歴史の期間又は特集に
関するタイムライン（timeline）を生成して共有する機能を提供している。これはインタ
ラクティブにブラウズ可能である。例えば、‘History　of　the　World　in　Movies　#
4’というタイムラインは、関係する歴史の期間により特に並べられて、年代順に1800年
から1807年の映画を表示する。このようなタイムラインは映画間（inter-movie）タイム
ラインと呼ばれる。このタイムラインのスクリーンショットが図１に示されている。
【０００４】
　映画間タイムラインに対してわずかに異なる手法は、‘The　Movie　Timeline’（www.
themovietimeline.com）により使用されている。これは、年代順に配置された映画のイベ
ント（架空のもの又は架空でないもの）の静的なタイムラインを提供する。このような映
画間タイムラインの例は、図２に示されている。認識できるように、タイムラインは、映
画が関係する歴史の期間ではなく、映画内のイベントに基づいている。
【０００５】
　全ての表示されたイベントが単一の映画から生じる場合、タイムラインは、映画内（in
tra-movie）タイムライン（すなわち、年代順に配置された映画のイベント（架空のもの
又は架空でないもの）のタイムライン）を構成する。このような映画内タイムラインの例
が図３に示されており、これは映画‘Avatar’で生じた主なイベントをリストにしている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前述の例示的なタイムラインは、関心のあるユーザに特定の背景情報を与えるが、これ
らの例は、限られた機能を有する非常に基本的な対策に過ぎないことは明らかである。
【０００７】
　従って、一式のマルチメディアコンテンツアイテム内をナビゲーションする更に精巧な
対策を提案することが、本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、マルチメディアコンテンツアイテムのカタログからマルチメディアコ
ンテンツアイテムの情報をユーザに提供する方法は、マルチメディアコンテンツアイテム
に関連するメタデータ及び概念グラフ（concept　graph）を使用して、マルチメディアコ
ンテンツアイテムの概念の系列を生成するステップと、概念の系列と拡張概念グラフ（拡
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張された概念グラフ）とを使用して、マルチメディアコンテンツアイテムの拡張された概
念の系列を生成するステップと、拡張された概念の系列をユーザに表示するステップとを
有する。
【０００９】
　本発明は、マルチメディアコンテンツアイテムの概念の系列（すなわち、ストーリーの
進行に合ったストーリーの重要な要素（例えば、場所、人物、イベント等）の系列）から
始まる。マルチメディアコンテンツアイテムのこの概念の系列は、マルチメディアコンテ
ンツアイテムに関連するメタデータを概念グラフの頂点に合致させ、概念グラフの頂点に
関連する概念をマルチメディアコンテンツアイテムに関連するメタデータに関連付けるこ
とにより生成される。
【００１０】
　好ましくは、マルチメディアコンテンツアイテムに関連するメタデータに合致する概念
グラフの頂点に関連する１つ以上の概念は、所定の選択基準に基づいて選択される。
【００１１】
　系列を構築するために必要なメタデータは、マルチメディアコンテンツアイテムから直
接に又は利用可能なテキストのメタデータから抽出される。このため、カタログのマルチ
メディアコンテンツアイテムは、適切な技術（例えば、音声からテキストへの分析、利用
可能な場合にはあらすじ又はスクリプトの分析、利用可能なサブタイトルの分析等）を使
用して事前に処理される。概念グラフは、１つ以上の知識ベースを分析することにより取
得される。概念グラフの頂点は、１つ以上の知識ベースの概念から導かれ、概念グラフの
辺は、１つ以上の知識ベースの概念の中のリンク又は相互参照により導かれる。
【００１２】
　拡張概念グラフは、マルチメディアコンテンツアイテムのカタログからのマルチメディ
アコンテンツアイテムの１つ以上を概念グラフの頂点に関連付けることにより取得される
。　
　拡張された概念の系列は、概念の系列の中で概念に接続された拡張概念グラフの頂点を
検索し、拡張概念グラフの接続された頂点に関連する概念を概念の系列に関連付けること
により生成される。
【００１３】
　有利には、拡張概念グラフの接続された頂点に関連する概念はランク付けされ、ランク
に基づいて所定数の概念が選択される。
【００１４】
　好ましくは、拡張概念グラフの接続された頂点に結びつけられたマルチメディアコンテ
ンツアイテムはまた、概念の系列にも関連付けられる。
【００１５】
　有利には、マルチメディアコンテンツアイテムのカタログからマルチメディアコンテン
ツアイテムの情報をユーザに提供する装置は、前述の方法を実行するように適合される。
【００１６】
　本発明は、マルチメディアコンテンツアイテムの中でナビゲーションするツールを提供
すると共に、ストーリーの更に詳細な情報の表示を提供する。マルチメディアコンテンツ
アイテムは、時間の側面を有する如何なるマルチメディアコンテンツでもよい（例えば、
映画、TVシリーズ、電子ブック、オーディオブック、音楽等）。本発明は、マルチメディ
アコンテンツアイテムの期間を表す拡張されたインタラクティブなタイムラインによる、
マルチメディアコンテンツアイテムのストーリーの表示として実施されることが好ましい
。ユーザはタイムラインに沿って移動させ、ストーリーの重要な要素（例えば、場所、人
物、イベント等）を表示されている。更に、同じマルチメディアコンテンツに遅かれ早か
れ現れる他の要素へのこれらの要素の接続も表示される。或る場合には、表示される要素
は、ストーリーがこれらの要素を含む他のマルチメディアコンテンツアイテムにも向けら
れてもよい。
【００１７】
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　本発明は、ユーザがインタラクティブなインタフェースを使用して選択するエントリー
ポイントを用いてマルチメディアコンテンツアイテムのストーリー及びその関係する話題
を深く掘り下げることを可能にする。これは、イベント、人物、場所等を用いた軸として
ストーリー展開を使用してマルチメディアコンテンツアイテムと、同じイベント又は特徴
、同じ場所又は人物に関係する他のマルチメディアコンテンツアイテムとの意味上のビュ
ー（表示）を提供する。
【００１８】
　系列を構築するために必要なメタデータは、マルチメディアコンテンツアイテム又は利
用可能なテキストのメタデータから抽出され、必要なデータを生成するための管理されな
い処理を許容する。これらは、マルチメディアコンテンツアイテムの特典（例えば、他の
主題、映画、一般的な知識の記事等へのリンク）の娯楽的な提示を生成するために、一般
的な知識情報と関連付けられる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】映画間タイムラインの第１の例を示す図
【図２】映画間タイムラインの第２の例を示す図
【図３】映画内タイムラインの例を示す図
【図４】映画について本発明による拡張された概念の系列を示す図
【図５】映画について整列したスクリプトを生成する手順を示す図
【図６】映画について概念の系列を生成する手順を示す図
【図７】概念グラフの生成を概略的に示す図
【図８】更なる要素を用いて概念の系列を更に生成する手順を示す図
【図９】本発明による方法を実行するように適合された装置を概略的に示す図
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　更なる理解のため、本発明について図面を参照して以下の詳細な説明で詳細に説明する
。本発明はこの例示的な実施例に限定されず、特許請求の範囲により定められる本発明の
範囲を逸脱することなく、指定の特徴は便宜的に組み合わされてもよく、及び／又は変更
されてもよいことが分かる。
【００２１】
　図１及び図２は、それぞれ映画間タイムラインの第１及び第２の例を示している。図１
では、タイムラインは、映画が関係する歴史の期間に従って年代順に映画を表示しており
、図２のタイムラインは、年代順に配置された映画のイベントを表示している。
【００２２】
　図３は、図２のタイムラインの特別の形式である映画内タイムラインを示しており、タ
イムラインに表示される全てのイベントは単一の映画から生じる。
【００２３】
　以下の説明では、映画（例えば、VODプロバイダのカタログから取得された映画）を参
照して、本発明について説明する。当然に、本発明は他の種類のマルチメディアコンテン
ツアイテムにも同様に適用可能である。
【００２４】
　映画‘Doctor　Zhivago’について本発明による拡張された概念の系列が図４に示され
ている。ユーザがスライダー2を映画ストーリーのタイムライン1に移動させると、ユーザ
は、関心のあると思われる映画の全ての要素を発見する。図４の例では、主役がロシア革
命の後にモスクワに戻っている。‘Russian　Revolution’3及び‘Russia’4の主要な要
素を使用して、システムは、‘Vladimir　Lenin’5及び‘Czar　Nicholas　II　of　Russ
ia’6の伝記に結びつけることができ、更に、同じ期間を示す２つの他の映画（すなわち
、Rasputinの伝記映画である‘Rasputin’7及びロシア革命のドキュメンタリーである‘O
ctober　1917’8）に結びつけることができる。従って、ユーザは、示された歴史のイベ
ントの知識を深めることができ、同じ話題の他の映画を発見することができる。図４では
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、拡張された概念の系列の全ての要素が同じように表示されている。当然に、要素の実際
の表示は、実装に依存する。典型的には、スライダー2の現在の位置の周辺の少数の要素
のみが表示される。また、スライダー2の近くに存在する要素がハイライトされてもよい
が、スライダーから離れて存在する要素はフェードアウトされてもよい。
【００２５】
　図４に示すような系列を生成するために、第１の手順は、映画の整列したスクリプト14
を生成する。この手順は、図５に概略的に示されている。この手順は、映画10を使用し、
利用可能である場合には、整列したスクリプト（位置合わせしたスクリプト）14を生成す
るために映画のスクリプト又はあらすじ11を使用する。スクリプト10は、対話を含むだけ
でなく、異なるシーンの記述及び位置も含む。しかし、スクリプトは、人間のために人間
により記述されており、通常は整列したスクリプトを構築するために必要な時間情報を含
まない。
【００２６】
　従って、他のメタデータが、映画のメタデータ12に取得及び／又は生成される必要があ
る。これらのメタデータの１つのソース（情報源）はサブタイトル（すなわち、関連する
時間を有する映画からの対話）である。サブタイトルが利用可能でない場合、音声からテ
キストへの分析が対話及び時間情報の別のソースになる。動的なタイムワープ（time-war
ping）アルゴリズム13は、利用可能なメタデータから整列したスクリプト14を生成する。
この手順は、カタログの全ての映画について実行されることが好ましい。
【００２７】
　図６に概略的に示す第２の手順は、整列したスクリプト14から映画を表す概念の系列を
生成する。この手順は、整列したスクリプト14及び概念グラフ15から始まる。概念グラフ
の生成については、図７を参照して以下に説明する。第１のステップにおいて、整列した
スクリプト14は、概念グラフ20の概念と合致される21。可能な概念は、例えば、人、場所
、イベント、組織等である。一例として、整列した概念14の‘Exterior　Moscow-Night’
の要素は、概念グラフ20の‘Moscow’の概念と合致する。有利には、各概念は、関連する
数値を有する。この数値は、グラフ内の対応する概念の関心又は関係性を記述するために
使用される。例えば、イベントは人より関係が大きくてもよく、町は国より関係が大きく
てもよい等である。合致21が行われると、映画を最も良く表すこれらの概念が選択される
22。例えば、この選択は、映画における概念の発生頻度、概念の関心等を使用して行われ
る。次に、選択された概念は、整列したスクリプト14に関連付けられる23。これは、映画
のストーリーを表す概念の系列24を生じる。更に、映画10は、拡張概念グラフ26を取得す
るために、概念グラフ20に結びつけられる25。この場合も、この手順は、カタログの全て
の映画について繰り返されることが好ましい。これにより、拡張概念グラフ24は、カタロ
グの全ての映画への辺（リンク）を含む。
【００２８】
　概念グラフ20の生成は、図７に概略的に示されている。第１のステップにおいて、概念
は、知識ベース30から取得される31。概念は、その内容（例えば、場所、人物、イベント
等）に基づいて選択され、示されるグラフの頂点として配置される。この目的で容易に利
用可能な知識ベースは、例えば、オンラインのエンサイクロペディアであるWikipedia（h
ttp://en.wikipedia.org）又はインターネット映画データベースIMDb（http://www.imdb.
com）である。グラフ内の対応する頂点の関心又は関係性を示すために、グラフの頂点は
重み付けされる32。知識ベース30に存在する内部の相互参照又はハイパーリンクが、頂点
の間の辺を構築するために使用される33。このように、関連する概念が概念的に結びつけ
られる場合、２つの頂点が接続されることが確保される。例えば、‘Paris’は‘France
’に結びつけられ、‘Vladimir　Lenin’は‘Russian　Revolution　(1917)’に結びつけ
られる等である。
【００２９】
　図８に概略的に示す第３の手順は、拡張概念グラフ26に基づいて、更なる要素（すなわ
ち、関係する概念又は映画へのリンク）でそれぞれの概念の系列24を更に生成するために
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使用される。第１のステップ40において、接続された頂点を見つけるために、拡張概念グ
ラフ26内で概念の系列24の広範囲な検索が実行される。次のステップにおいて、取得後の
接続された頂点に関連する概念がランク付けされる41。ランクは、概念に関連する重みに
従って行われることが好ましい。また、有利には、他の映画が概念に結びつけられるか否
かが考慮される。このように、映画が結びつけられる概念に大きい重みを与えることが可
能になる。後にユーザに提供される情報の量を制限するために、次に指定数nの概念及び
結びつけられた映画のみが選択される42。どの概念を選択するかは、前のステップ41で割
り当てられたランクに基づいて判定されることが好ましい。選択された概念及び結びつけ
られた映画は、拡張された概念の系列44を取得するために、概念の系列24に関連付けられ
る43。この拡張された概念の系列44は、図４の映画のストーリーの基礎を最終的に形成す
る。
　前述の方法を実行するように適合された装置50は、図９に概略的に示されている。装置
50は、１つ以上の外部の知識ベース52から概念を取得するインタフェース51を有する。或
いは又は更に、概念は同様に内部のメモリ53から取得されてもよい。概念を分析し、概念
グラフ20の必要な頂点及び辺を生成するためのプロセッサ54が提供される。複数のマルチ
メディアコンテンツアイテム10に基づいて、プロセッサ54は、概念グラフ20から拡張概念
グラフ26を更に生成する。有利には、メモリ53は、完成した拡張概念グラフ26を格納する
ために使用される。装置50は、マルチメディアコンテンツアイテム10についての情報をユ
ーザに提供する情報システム55を更に有する。必要な情報を生成するために、プロセッサ
54は、拡張概念グラフ26と、概念の系列24とを取得し、拡張された概念の系列44を生成す
る。この拡張された概念の系列44は、要求された情報をユーザに表示するために使用され
る。当然に、プロセッサ54及び情報システム55は、同様に単一の処理ブロックに組み合わ
されてもよい。
　以上の実施例に関し、更に、以下の項目を開示する。
　（付記１）マルチメディアコンテンツアイテムのカタログからマルチメディアコンテン
ツアイテムの情報をユーザに提供する方法であって、
　前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連するメタデータ及び概念グラフを使用し
て、前記マルチメディアコンテンツアイテムの概念の系列を生成するステップと、
　前記概念の系列と拡張概念グラフとを使用して、前記マルチメディアコンテンツアイテ
ムの拡張された概念の系列を生成するステップと、
　前記拡張された概念の系列をユーザに表示するステップと
　を有する方法。
　（付記２）前記マルチメディアコンテンツアイテムの前記概念の系列は、
　前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連する前記メタデータを前記概念グラフの
頂点に合致させ、
　前記概念グラフの頂点に関連する概念を前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連
する前記メタデータに関連付けることにより生成される、付記１に記載の方法。
　（付記３）所定の選択基準に基づいて、前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連
する前記メタデータに合致する前記概念グラフの前記頂点に関連する１つ以上の概念を選
択するステップを更に有する、付記２に記載の方法。
　（付記４）前記マルチメディアコンテンツアイテムの前記拡張された概念の系列は、前
記概念の系列の中で概念に接続された前記拡張概念グラフの頂点を検索し、前記拡張概念
グラフの接続された頂点に関連する概念を前記概念の系列に関連付けることにより生成さ
れる、付記１ないし３のうちいずれか１項に記載の方法。
　（付記５）前記拡張概念グラフの前記接続された頂点に関連する前記概念をランク付け
するステップと、
　ランクに基づいて所定数の概念を選択するステップと
　を更に有する、付記４に記載の方法。
　（付記６）前記拡張概念グラフの前記接続された頂点に結びつけられたマルチメディア
コンテンツアイテムを前記概念の系列に関連付けるステップを更に有する、付記４又は５
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　（付記７）前記マルチメディアコンテンツアイテムに関連する前記メタデータは、前記
マルチメディアコンテンツアイテムのスクリプト又はあらすじと、前記マルチメディアコ
ンテンツアイテムの分析により得られるメタデータとを含む、付記１ないし６のうちいず
れか１項に記載の方法。
　（付記８）前記マルチメディアコンテンツアイテムの分析は、音声からテキストへの分
析又はサブタイトルの分析を含む、付記７に記載の方法。
　（付記９）前記概念グラフは、１つ以上の知識ベースを分析することにより導かれる、
付記１ないし８のうちいずれか１項に記載の方法。
　（付記１０）前記概念グラフの頂点は、前記１つ以上の知識ベースの概念から導かれる
、付記９に記載の方法。
　（付記１１）前記概念グラフの辺は、前記１つ以上の知識ベースの概念の中のリンク又
は相互参照から導かれる、付記９又は１０に記載の方法。
　（付記１２）前記拡張概念グラフは、マルチメディアコンテンツアイテムのカタログか
らの前記マルチメディアコンテンツアイテムの１つ以上を前記概念グラフの頂点に関連付
けることにより取得される、付記１ないし１１のうちいずれか１項に記載の方法。
　（付記１３）前記マルチメディアコンテンツアイテムは、映画、TVシリーズ、電子ブッ
ク、オーディオブック及び音楽のうち１つである、付記１ないし１２のうちいずれか１項
に記載の方法。
　（付記１４）マルチメディアコンテンツアイテムのカタログからマルチメディアコンテ
ンツアイテムの情報をユーザに提供する装置であって、
　前記マルチメディアコンテンツアイテムの拡張された概念の系列を生成するために、付
記１ないし１３のうちいずれか１項に記載の方法を実行するように適合された装置。
 
 
【図１】

【図２】

【図３】
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